
 「先生のための授業に役立つ学校図書館データベース」の可能性 

  2011.12.23 東京学芸大学 学校図書館運営専門委員会 中山美由紀 

 

平成21年度文部科学省 学校図書館活性化推進総合事業「教員のｻﾎﾟｰﾄ機能強化に向けた学校図書館活性化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」 

平成22年度文部科学省 確かな学力の育成に関わる実践的調査研究「学校図書館の有効な活用方法に関する調査研究」 

 

１．東京学芸大学・学生と卒業生への貢献 

データベースに蓄積される事例の内容 

 

  今月の学校図書館 

  教科・領域での活用事例 

  授業と学校図書館のインタビュー記事 

  情報リテラシー事例 

  学校図書館の日常 月替わり（トピック 

ブックトーク 

読み聞かせ 

展示掲示 

レファレンス） 

  テーマ別ブックリスト 
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①学校図書館が日常どのような活動をしているかがわかる   ○ ○ ○ ○ ○ 

②学校図書館を活用した授業実践の内容がわかる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

③学校図書館の活用の具体的な方法がわかる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

④授業計画・指導案が授業デザインの参考例になる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

⑤授業に役立つ本・資料・情報がわかる  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

⑥学校図書館を活用した実践が大学生・受講生への教材として提供される ○ ○  ○ ○ ○  

⑦教育実習生が附属学校や公立の学校の様子を把握し参考にすることができる   ○     

⑧卒業生が実践した学校図書館の活用事例を蓄積・公開することができる       ○ 

 

２．全国の国立・公立の図書館への貢献 

 ①学校での学習活動やそれに関わる図書館の活動がわかる。→ 学校図書館支援のよりよい方法の参考となる。 

 ②授業で役立つ本・資料・情報がわかり、図書館の選書の参考となる。 

 

３．各教育委員会や教育センター・学校図書館支援センターへの貢献 

 ①学校図書館活用を推進していく上での事例モデルの提示 

 ②ブックリスト等を図書費の予算化の資料とすることができる。 

 ③管内の学校図書館活動の事例をデータベースとして蓄積するモデルとなる。 

 

４．学校図書館運営専門委員会の研究発表や講師依頼・研究協力  

 ①研究発表 6件 日本教育大学協会研究発表集会ほか （図１参照） 

 ②講師依頼 6件 日本図書館協会部会学習会 岡山、埼玉、福岡県小郡市、東京都豊島区 ほか 

 ③研究協力2件 全国学校図書館協議会「複数商用データベース活用」／国際子ども図書館「学習支援プロジェクト」 

 ④各校図書館参観 7件  国立政策研究所 千葉大附属中 和歌山大学＆附属中 静岡県 小平市 長野県 他 

 

【学校図書館運営専門委員会所属の司書会の必要性】 

１．学校図書館の運営と活動には研修と研究が必須。校内では「司書」の専門性をもつものは他におらず、 

附属内の同職との研鑽が必要。 

   ①各校の現状の情報交換 

   ②会場校の工夫、アイディアの研究 

   ③小中高の図書館それぞれの子どもの様子から、各館の役割と使命、 

発達段階にあった対応や指導を互いに考える意見交換ができる。 



④いつ、なにを図書館として子ども・教員にすべきかを皆で検討することができる。 

   ⑤各校の抱える問題意識の共有化とその解決への対応 

   ⑥附属学校での学校図書館の位置づけの向上を図る 

   ⑦共同での研究が可能となる。 

   ⑧経験年数も、得意分野もそれぞれ違うので、補い合い協力することで、附属学校の図書館の向上が図れる。 

2．データベースの事例入力と管理 

   ①コンテンツを増やしていくための内容や割り振り・他校推薦や交渉の相談は必須。 

②データベースの枠組みの是非の話し合い。 

③アップされた記事の評価。 

3．コミュニケーションがとれると、資料の相互協力などがスムースに行くようになる。 

    メールや電話だけのやりとりでは限界がある。 

４．一人職種なので司書会は精神的な支えとなる。 

 

【司書の研究会や研修会の必要性】 

１．常に最先端の研究を吸収すべきである。 

２．附属学校の図書館研究を発信をしていく。 

３．大きな研究会、遠隔地での研究会には代表が参加し、それを司書全員で分かち合う。 

４．先進的な他校実践、全国的な動向を知ることは、ステップアップするために必須。 

５．発表は積極的に行い、発表者にとっては、日々の仕事を振り返り、まとめるよい機会となる。 

以上 

 

 日本教育大学協会 大学全体 教職大学院 附属学校・附属図書館 個人 

 

組織化 

日本教育大学協会学校図書

館部門：発起H21/04・総会

H21/04,H22/08（代表・成田） 

産学連携：東京学芸大

学×角川つばさ文庫共

同研究プロジェクト

H20/01（前田・角川） 

 附属学校の学校司書会を定期的

に開催（附属学校課・各学校司

書） 

 

    学校図書館運営専門委員会の組

織化（H19/03 

 

 

発表・制作 

日本教育学会ラウンドテー

ブル主催H21/08・H22/08 

（部門） 

WEBサイト：教員免許更

新制Onlineの作成

H22/03(腰越・前田・設

楽） 

 図書館総合展学校図書館セミナ

ー発表H21/11（村上・中山・吉

岡） 

日本教育学会発表H21/08

（前田・設楽・腰越） 

 全国学校図書館研究大会分

科会主催H22/08（部門） 

  先生のための授業に役立つ学校

図書館データベース作成H21/12 

      （中山・村上） 

国立教育系大学図書館協議会研

究部会にて発表H22/7( 堀池 ) 

日本教育大学協会研究集

会における研究発表

H21/10（前田・設楽 

    日本教育大学協会研究年

報（第２８集）H22/03（前

田） 

    日本教育大学協会研究発表集会

における発表Ｈ21/10（中山）Ｈ

22/10(中山・小野寺） 

学校図書館関係科目担当

大学教員研究会での発表

H21/09（成田） 

 

イベント開催 

「青尐年のための科学の祭

典」への出展参加H21/09（前

田・設楽） 

学校図書館活用教育フ

ォーラム（読売新聞社

と共催）H21/09,H22/12 

新教員養成コース

先進学校図書館視

察報告会H22/02

（成田） 

みんなで使おう！学校図書館

vol.1データベース報告会H22/3 

(専門委員会） 

学校マネジメントリーダ

ー塾H22/03（成田・前田） 

   シンポジウム「～

若い先生同士のピ

アサポートと読書

の力～」主催

H22/05（成田） 

みんなで使おう！学校図書館

vo2 .1データベース報告会

H22/12  (専門委員会） 

日本教育大学協会研究集会、研

究発表H23/10（小野寺・渡邊） 

学校図書館問題研究会 兵

庫大会にて発表 H23/8（中

山）日本教育学会発表

H23/08（中山） 

 

図１．東京学芸大学・学校図書館プログラム（平成 19年度～平成22年度） 前田稔氏作成に中山が加筆 

JLA部会学習会発表報告 H22/5 

訂正版２ 


